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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第３四半期 1,020 △7.1 56 △61.9 66 △58.4 41 △61.6

2022年12月期第３四半期 1,098 － 149 △58.3 160 △44.7 108 △45.5

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第３四半期 10.90 10.78

2022年12月期第３四半期 28.35 27.70

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年12月期第３四半期 2,919 1,431 48.8

2022年12月期 2,976 1,499 50.2

（参考）自己資本 2023年12月期第３四半期 1,425百万円 2022年12月期 1,492百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2023年12月期 － 17.00 －

2023年12月期（予想） 15.00 32.00

１．2023年12月期第３四半期の業績（2023年１月１日～2023年９月30日）

（注）第１四半期会計期間期首より、従来「売上高」としていました表示科目を「営業収益」として表示する方法に変更
しております。前第３四半期については、当該変更が行われたと仮定し、記載しております。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,368 △6.7 105 △54.4 115 △51.7 75 △57.1 19.72

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期３Ｑ 3,885,000株 2022年12月期 3,865,200株

②  期末自己株式数 2023年12月期３Ｑ 46,219株 2022年12月期 32,919株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期３Ｑ 3,828,863株 2022年12月期３Ｑ 3,836,858株

３．2023年12月期の業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

２．第１四半期会計期間期首より、従来「売上高」としていました表示科目を「営業収益」として表示する方法に

変更しております。

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料５ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　なお、2023年12月期の業績予想に記載の「１株当たり当期純利益」の計算の基礎となる期中平均株式数につきまし

ては、当期第３四半期までの新株予約権の行使による株式増加数を反映させて算出しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響は収束しつつあり経済社会活動

の正常化が進み、雇用・所得環境が改善する下で、緩やかに回復いたしました。一方で、ウクライナ情勢の長期化

に伴うエネルギー資源や原材料価格の高騰、各国の金融引き締めによる急激な円安の進行などが、わが国経済の回

復基調を抑制する要因となり先行きは依然として不透明な状況が継続しております。

　このような状況下において、当社が属するインターネット広告市場につきましては、社会のデジタル化を背景に

2022年には３兆912億円（前年比114.3％）と前年に引き続き伸長しております（広告費データは、株式会社電通

「2022年 日本の広告費」より引用）。一方で、当社の主なクライアントであります中小企業の景況感は、2023年

７-９月期の全産業の業況判断DI（「好転」－「悪化」）が▲12.8（前期差 2.0 ポイント減）と３期ぶりに低下し

ており(独立行政法人 中小企業基盤整備機構「第173回 中小企業景況調査」より引用)、依然として中小企業の広

告需要については不透明な状況が継続しております。

　このような環境のもと、当社のインターネット広告事業では、積極的な人材採用と人材教育に注力することで販

売体制の強化を図り、既存のクライアント企業の売上拡大、及び新規クライアント企業の獲得に注力して参りまし

た。また、当社は、2021年５月21日にソフトバンク株式会社との間で締結した資本業務提携契約にもとづき、ソフ

トバンク株式会社との協業の拡大を進めております。一方で当第３四半期累計期間では、引き続き広告媒体からの

受託業務の縮小傾向が継続しており、営業収益の減少の主な要因となっております。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、営業収益1,020,513千円（前年同期比7.1％減）、営業利益56,936

千円（前年同期比61.9％減）、経常利益66,734千円（前年同期比58.4％減）、四半期純利益41,733千円（前年同期

比61.6％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産の残高は、2,919,129千円となり、前事業年度末に比べ57,517千円減少い

たしました。これは主に、現金及び預金が135,108千円増加した一方で、受取手形及び売掛金が221,866千円減少

したことによるものであります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債の残高は、1,487,370千円となり、前事業年度末に比べ10,653千円増加い

たしました。これは主に、買掛金が130,058千円減少した一方で、流動負債のうちその他に含まれる未払金が

18,812千円及び契約負債が20,043千円、賞与引当金が43,879千円、退職給付引当金が12,265千円、役員退職慰労

引当金が17,156千円、未払消費税等が30,037千円増加したことによるものであります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、1,431,758千円となり、前事業年度末に比べ68,171千円減少

いたしました。これは主に、四半期純利益の計上により41,733千円増加した一方で、配当金の支払い等により利

益剰余金が80,904円、自己株式の取得により17,566千円減少したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当期（2023年12月期）の通期の業績予想につきましては、2023年８月９日公表の「2023年12月期 通期業績予想

の修正並びに役員報酬の減額に関するお知らせ」から変更をしております。詳細につきましては、本日（2023年

11月８日）公表の「2023年12月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。

　なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は、今後様々な要因によ

って予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前事業年度
(2022年12月31日)

当第３四半期会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,206,199 1,341,308

受取手形及び売掛金 1,368,746 1,146,879

その他 128,287 132,250

貸倒引当金 △581 －

流動資産合計 2,702,652 2,620,438

固定資産

有形固定資産 19,800 13,710

無形固定資産 5,413 4,103

投資その他の資産

繰延税金資産 47,437 36,761

その他 209,122 252,707

貸倒引当金 △7,778 △8,591

投資その他の資産合計 248,781 280,876

固定資産合計 273,994 298,690

資産合計 2,976,646 2,919,129

負債の部

流動負債

買掛金 1,052,747 922,689

未払法人税等 9,928 6,123

未払消費税等 8,299 38,337

賞与引当金 - 43,879

役員賞与引当金 - 3,690

その他 295,810 333,727

流動負債合計 1,366,786 1,348,447

固定負債

リース債務 1,084 574

退職給付引当金 51,261 63,527

役員退職慰労引当金 44,927 62,083

資産除去債務 12,657 12,738

固定負債合計 109,930 138,923

負債合計 1,476,717 1,487,370

純資産の部

株主資本

資本金 315,771 319,256

資本剰余金 115,871 119,356

利益剰余金 1,134,402 1,053,497

自己株式 △55,989 △73,556

株主資本合計 1,510,055 1,418,554

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △17,239 6,950

評価・換算差額等 △17,239 6,950

新株予約権 7,113 6,252

純資産合計 1,499,929 1,431,758

負債純資産合計 2,976,646 2,919,129

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

 当第３四半期累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

営業収益 1,098,423 1,020,513

営業費用 948,881 963,576

営業利益 149,541 56,936

営業外収益

受取利息 14 12

助成金収入 1,181 －

為替差益 6,893 5,629

契約負債取崩益 1,584 853

保険返戻金 1,671 2,235

その他 380 1,802

営業外収益合計 11,725 10,533

営業外費用

支払利息 31 22

支払手数料 180 175

雑損失 470 536

営業外費用合計 683 734

経常利益 160,584 66,734

特別損失

ゴルフ会員権評価損 － 6,040

特別損失合計 － 6,040

税引前四半期純利益 160,584 60,694

法人税、住民税及び事業税 51,804 18,961

四半期純利益 108,780 41,733

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

- 4 -

株式会社イーエムネットジャパン（7036）　2023年12月期　第３四半期決算短信



（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（表示方法の変更）

（四半期損益計算書）

　第１四半期会計期間の期首より、従来「売上高」としていた表示科目を「営業収益」として表示し、従来「売

上原価」及び「販売費及び一般管理費」としていた表示科目を「営業費用」として一括して表示するとともに、

「売上総利益」は表示しない方法に変更しております。

　当社は、従来一般広告主を顧客とする広告代理店事業を中心に事業を展開してきましたが、2023年３月10日に

適時開示しました「事業計画及び成長可能性に関する事項」に基づき、今後はソフトバンク株式会社との事業委

託取引の拡大及び同社の営業ネットワークを活用し、広告主を顧客とする代理店ビジネスに加えて、ソフトバン

ク株式会社等を顧客とする業務委託サービス、及び広告主のインハウス支援等のサービスを拡充する方針です。

これら、今後の増加が見込まれるサービスは広告主の状況に応じて企画等の提案、広告運用状況の分析、広告運

用支援等を包括的に提供するサービスであり、受託業務遂行の要素と当社の販売活動の要素とを併せ持っており

ます。従って、損益計算書においても従来の「売上高」を「営業収益」とし、従来の「売上原価」と「販売費及

び一般管理費」とを一括して「営業費用」として表示することにより、当社の事業の実態をより明瞭に表示する

ため、上記のように表示方法を変更しております。

　当該変更に伴い、前第３四半期累計期間の四半期損益計算書において「売上高」に表示していた1,098,423千

円は「営業収益」の1,098,423千円として、「売上原価」には計上額がないため「販売費及び一般管理費」に表

示していた948,881千円を「営業費用」の948,881千円として組み替えて表示しております。なお、営業利益に与

える影響はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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